第３回障害学会　自由報告

報告タイトル：「障害と開発」の立場から見た「障害」と「ジェンダー」の間の相似点と差異
報告レジュメ「障害と開発」の立場から見た「障害」と「ジェンダー」の間の相似点と差異

　開発途上国にも障害者はいる。むしろ、障害者は貧困状況が日常である開発途上国でこそ、その絶対数も政策的重要性も大きいはずである。現在、世界には６億5,000万人以上の障害者がいると推定され、そのうちの８割が開発途上国に存在していると言われている。こうした開発途上国の障害者の問題を扱う問題群あるいは、研究テーマとして「障害と開発」が新しく出現しつつある。

そして現在、そうした国々の開発の問題という枠組みの中で障害者の問題にアプローチする仕方が存在する。途上国でも障害者に対して、従来型の慈善的なアプローチはまだ広く存在しており、そうした慈善的なアプローチに代替するものとして、こうした「開発の問題としての障害者の問題へのアプローチ」を近年、「開発アプローチ」のように呼んでいる。「開発アプローチ」は、国連ESCAPによって広められ、アジア太平洋地域では、アジア太平洋障害者の10年、また現在進行中のその後の10年の過程を通じて、「開発アプローチ」が一般的なものとなりつつある。これによって、「障害」の問題は、「開発」の問題と結びついたばかりか、さらに進んで「開発」の側からの「障害」の問題の取り込みも起きている。いわば、開発分野での「障害」のメインストリーミング化が起きていると言ってよい。

　こうした「開発アプローチ」では、障害の問題は、特殊な問題、あるいは周縁的な問題としてではなく、あらゆる領域に関係したCross-Cutting Issueとして存在するという立場が取られていることは明かである。「障害」をこのようにとらえるという立場は、「障害と開発」分野で現在主流となっているメインストリーミングとエンパワメントの立場とも整合的であると考えられる。一方、こうしたCross-Cutting Issueとして存在する似たような問題にジェンダーの問題がある。ジェンダーの領域では、「ジェンダーと開発」という形でミース(1986)などに見られるように開発途上国における女性の位置、また経済発展の進展という開発過程での男女の役割分担の変化などに関心があてられてきた。ジェンダーの問題が開発のありとあらゆる領域に関係しているように障害の問題もまた似たように開発の様々な側面に結びついている。しかしながら、同時にジェンダーと障害の間には、違った性格を持つ部分もある。例えば、障害の社会モデルで言うImpairmentとDisabilityというタームを用いると、以下の三点は明らかに両者の間での違いと言えよう。

１．Disabilityについて、先天性の人と後天性の人で違いがあるかどうか（ジェンダーではこういう問題は出てこない）

２．DisabilityとElderlyの問題の間での差（「障害と開発」の議論の中で、日本の社会でこの間の差が強調されすぎている問題があることが指摘されているが、Genderに比べて、Elderlyとの間の関係が違ってくる）

３．Genderの場合、いわゆる経済発展段階との関わりで、男女の役割に変化が生じてきているというような分析がありますが、Disabilityでは、労働疎外のあり方に変化が生じてきているというように排除の仕組みの方に変化が出てくる

　第１のものは、Impairmentとしては先天性と後天性の間に差はないと考えられるが、Disabilityという観点から考えると、社会や環境との渡り合い方に差がある側面は見過ごせないものがあり、それがどのような意義を持つのか、改めて検討する必要があるという指摘である。またここでいう、「後天性」が、ジェンダーなどで言う似たような状況の「カミング・アウト」とはどのように似ていて、異なるのかという問題についても触れる。

　第２のものは、たとえば白内障の問題は高齢者の問題としてむしろ扱われており、障害の問題という認識は極めて薄い。しかしながらインドでは、白内障は障害の問題であり、当事者団体には多くの白内障の人たちがメンバーとして入っているのが普通である。すなわち、国や文化の違いにより障害の認識が異なるということが、高齢化と障害の問題の間の差の違いにも影響を及ぼしている。これらには、開発過程による障害の差の認識と言い換えられるものもあるが、何が障害で何が障害ではないのかの差を高齢化をその違いを浮き彫りにさせる鏡として用いていくことが可能である。

　第３のものは、工業化の進展により女性が家庭の中に押し込められ、逆に男性は工場労働力として金銭対価の対象となる労働力の提供主体にますますなっていったというような議論と比べた時に、障害の議論では、むしろ工業化、近代化がもたらしたのは、労働者の労働市場からの疎外であるといったように障害者自体の変化のみが議論される傾向があり、対立する非障害者の側での変化は、ほとんど議論されてきていないという違いがあることに注目しようというものである。

　本報告では、障害とジェンダーの二つの概念の相似点だけでなく、こういった両者の間の違いについてもそれぞれ詳細な検討を行い、もって「障害」の意味の再検討を行うと共に、「障害と開発」の中で論じられるようになった「障害」の意味について考える。またここでいう「障害」は、医学的な概念としてではなく、障害の社会モデルで言われている「障害」を前提として考えることとする。将来的な展開としては、「障害と開発」というコンテクストを離れたより一般的な「障害」と「ジェンダー」の議論を行うことも視野に入っているが、本報告では、「障害と開発」というコンテクストの中に限定した議論として、この問題を取り扱いたい。

